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研究成果の概要（和文）：従来の学習者発話コーパス開発では，発話を書き起こしたトランスクリプトは公開されるも
のの，学習者の匿名性の確保の観点から，音声データそのものの公開はほとんどなされていなかった。音声データの公
開を可能にするには，発話者の特定を回避するための音声変換が必要になる。そこで，様々な変換パラメタを実験し，
発話者の性別ごとに，発話者が特定されず，かつ，音声として懲戒可能となるパラメタ候補を特定した。あわせて，当
該処理を施した試行データを公開した。また，音声データとテキストデータをリンクして検索できるシステムのありか
たについて基礎的な調査と分析を行った。

研究成果の概要（英文）：Many of the existing learner speech corpora include speech transcripts, but not 
audio files. In order to make the audio files publicly available, we need to consider how to prevent 
speakers' being identified by corpus users. In this research project, we investigated the possibility to 
apply the sound morphing technology for protection of speakers's anonymity and clarified how pitch and 
frequency of the original speech should be altered. We also investigated what kind of data retrieval 
system is needed for simultaneous analysis of transcripts and speeches.

研究分野：応用言語学
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１．研究開始当初の背景 
学習者コーパス研究は 1990 年代ごろから
世界的に活発に行われており，その成果とし
て，各種のコーパスが構築・公開されている。
しかし，その大半は，書き言葉コーパスであ
る。これに対し，話し言葉コーパスは非常に
数が少ない。また，話し言葉コーパスを構
築・公開する場合も，書き起こししたトラン
スクリプトの公開に留まる場合が一般的で，
発話音声そのものはほとんど公開されない。  
今後，学習者の発話データの公開を考える
場合，学習者の匿名性を保護するシステムと，
発話とトランスクリプトを連動させた検索
システムが必要になると思われる。 
 
２．研究の目的 
 将来的に大規模な学習者発話コーパスを
公開することを念頭に置き，学習者の匿名性
を保護する音声加工システムと，発話とトラ
ンスクリプトを連動させた検索システムに
ついて，それらの開発に関して想定される基
本的な問題点を整理し，実際の開発への道筋
をつけることが本研究プロジェクトの狙い
である。 
 
３．研究の方法 
まず，音声加工については，既存の sound 
morphing 技術などを活用し，元の音声の周波
数やピッチを変更することで，音声データと
しての基本的特性を保持しつつ，発話者本人
が特定できなくなるよう音調イメージを変
更させる具体的な方法論，また，パラメタに
ついて検討を行う。 
次に，音声とテキストを連動させた検索シ
ステムのありようについて基礎的な調査と
検討を行う。 
 
４．研究成果 
音声加工については，既存の sound 
morphing 技術などを活用し，元の音声データ
について，周波数やピッチをさまざまに変更
する実験を行い，音声データとしての基本的
特性を保持しつつ，発話者本人が特定できな
くなるよう音調イメージを変更させるパラ
メタの候補を確定した。あわせて，こうした
音声変換処理を自動的に実行するソフトウ
ェアの設計を行った（※実際の開発は，進行
中の別の科研費資金により行った）。 

図 1：音声変換システム（デモ版画面） 

さらに，試行として小規模のデータを収集
し，実際に音声変換を加え，サンプルとして
公開した。 
また，音声とテキストを連動させた検索シ
ステムについて，既存の類似の検索インタフ
ェースを調査し，求められるスペック，仕様
について検討を行った。 
 

図 2：パラメタによる音声変換の様子（石川
2014「マルチモーダル型中間言語対照分析資
料としての英語学習者話し言葉コーパスの
開発」より転載） 
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